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バレーボールチームの戦力分析

一琉球大学チームをト'二'心に－

外聞政太郎・浜元盛正

ついての鯛査用紙を作成した。

２調査期日と対象

Table-1は調査期日と対象についてまとめたもの

である。

Ｉ序論

東京オリンピックを契機として、日本の各スポーツ界

は、一周科学的にスポーツを研究し、技術・紀録のレベ

ルアップを目ざして努力している。バレーボール界では

バレーボール協会が「科学技術研究部」を設け研究の推

進につとめ、また、その他の関係機関の学識者等によっ

て技術的な面、心理的な面からの研究が進められ、着々

とその実を結びつつあることは嬉ぱしいことである。

沖縄におけるスポーツ界の現状を眺めてみると、各種

目とも、本土との技術・記録のレベルの差が大なり小な

りあって、各スポーツ団体の指導者はこの差を縮めるよ

う努力している。けれども、現状を科学的に分析した資

料が少較く、経験的、主観的な資料に頼った指導を行な

う場合が多く、特に、団体種目における揖導のための資

料が少ないように思う。

日本バンーボール協会に於ては技術を６項「1に分け

て、試合内容を分析し、チームの戦力をさぐるようにな

ったのは196511ﾐﾌﾊ頃からである。近頃では、分析のた

めの公認記録員を養成しようとする動きがある。

「彼を知り己を知れば百戦して危うからず｡」という。

そこで、個人別記録記入要領にもとづいて、琉球大学チ

ームと対戦チームの資料をもとに試合内容を分析し、琉

球大学チームの個人的・全体的な現状を把握し、今後の

部活動における練習目標の設定に役立てると同11ｷに、相

手チームの特徴を捕えることをこの研究の目的とする。

でable－１．調査期日と対象

９６７－７－６１１口后

３資料の収集

調査瓜には琉球大:学バレーボール部の学生を依頼

し、１２名を２組に分けて、名組とも－項目ごとに専任

担当者を決め、残づた－人をスコアラーとして、それ

ぞれ記録してもらった。４月25日・４月28日.５月９

日・５月16ｐの４回にわたって予備調査を実施し、調

査貝の訓練を行ない、正当な資料414収ができるように

留意した。Table-1のチームを対象に、各セットご

とに、各項目の必要欄に、個人別にチェックする方法

をとった。

４資料の整理順序

（１）各人のセットごとの成績を出し、１試合分の成績

を表にまとめた。

（２）上表の各項目の成功・失敗率を出し、安定度を求

めた。（識２）

Ｉ調査の方法

１調査材料

バレーボールに紀救されている「個人別紀録l氾入要

領」（証１）にもとづきブロッキング、トス、サー

ブ、アタック、サーブレシーブ、レシーブの６項目に

(註１）参考文献２－ｄＲ６４参照。

日本バレーボール協会強化部ils津技術研究部作成
(註２）参考文献３では率という表現をしているが、成功率、失敗率と区分しやすくするため安定度と表現した。

安定度＝成功率一失敗率＝成功数一失敗数
総打（回）数

（７９）
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(3)琉球大学、コザ高校の３試合をまとめ琉球大学チ

ーム、コザ高校チームの成績とし、安定度を求め

た。

(4)各チームの各項目の規定打（回）数を出し、各選

手の安定度によって、男子はベスト10、女子はベス

ト６までを表にまとめた。（註３）

Ⅲ結果と考察

考察をすすめるまえに図・表に使う略号の説明Ｔａｂｌｅ

－２と、参考資料として、男子、日本鋼管対松下電気、

女子、日紡貝塚対日立武蔵の試合結果（註４）Table一

3～６を掲げておいた。

Figure・Tab]ｅに使う略号の説明毎ａｂｌｅ－２

胴lllII偶

3１う゛Ｆ

。ＩＣⅡ」

，

Tab1e-3対戦成績（本土）
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(註３）規定打（回）数の基準はチームの平均打（回）数の80％以上働いたものとした。

規定打(風)数＝壬~ﾑの打('亙り数×島.６人

（８０）
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６の第１位。仲宗根が３６本も跳んでいながら-5.5％

と不振、その原因として、天願と２人で琉球大学のブ

ロッキング回数の殆どを占めていることが考えられ

る。今後は伊礼、仲松、大島のブロッー主ングヘの参加

’一ユ男子

（ブロッキング）セッターの玉城は低身でありな

がら、よく頑張っているが、さすがに成功率は低く、

ベスト１０の７位。横田が９位。今井、知念がそれぞ

れ53回、５０回跳びなが成功数が少ないのは惜しい。

今井、新里はブロッキンシｆＱ強化が必要である｡

回数を増すことが要求される。

（トス）ベスト６には神谷１位（5？.8％）、伊礼

3位（47.8％）にランクされている。セッター要員の

2人なので順当である。今後は仲宗根、仲松､_天願、
（トス）新里は、規定回数不足でランクされてい

ないが安定している。玉城、松根、今井がともにベス

ト10に入ったのはセッター要員として順当だが、安定

度が低い。知念、金城はトスワークに力を入れて練習

大島は正確`性のあるトスの訓練が必要である。

（サーブ）神谷は規定打数不足でランクされてい

ないがチームでは一番安定している。天願は安定度

4ﾕ.7％でベスト６にランクされている。伊礼の安定度

13.9％は低い。サーブに威力をつけることが必要でず）

すべきだ。

（サーブ）玉城が安定度90％、新里が87.5％、知

念が82.6％でペストユOの仲間入り。玉城、新里は威力

のあるサーブを打っている。金城のサーブも変化はあ

るが不安定である。横田も同じ。松根は規定打数不足

でランクされていないが安定している。今井はサーブ

の研究が必要である。

ろ。

（アタック）仲宗根が83本、天I鯛が58本叩いてそ

れぞれペスト６の３，６位にランクされているが安定

度は低い。仲松、伊礼、大島が打てるアタンカーにな

ることが要求される。
（アタック）横田は安定度51.4％（２位）、新２１

４４．８％（４位）、知念23.7％（９位）、金城13.8％

（１０位）でアタッカー要員の４名がともにベスト１０に

ランクされている。しかし、主力アタッカーとして育

った知念が９位ではおかしい。知念、金城の２人は安

（サーブレシーブ）仲宗根（35.2％)、伊礼（26.

8％）がベスト６にランクされている。神谷は回数不

足でランクされてないが、チームでは一位である。

仲松、大島のサーブレヒシーブカの強化が急務である。

（レシーブ）仲宗根がベスト６の６位に入る。伊

礼、大島、神谷も安定度が低い（Ｏ～40％）が、天願

仲松は安定度がマイナスである。特に天願、仲松の徹

定度を高めるべきである。

（サープレンーブ）今井が７位（83.8％）にラン

クされただけ。知念、金城、新里はサーブレシーブの
底したレシーブ訓練が必要である。

練習時間が必要である。

２対戦チームの比較及びチームの総合成統による比較

琉球大学と対戦チームとの各試合ごとの成紬をまとめ

た。Table-15、Table-16、Table-17を使って各

項目ごとに比較して、勝因、敗因をみつけ、問題点を

あげてみる。あわせて各チームの特徴をとらえてみよ

う。

（レシーブ）横田がベスト10の６位（36.7％）にみ

られる。全般的に安定度にかけるが、特に金城、新里

はこの面の強化が必要だ。

１－２女子

(ブロッキング）天瀬が16.7％の安定度でベスト

ゼrable-15 琉球大 学の対戦成績
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バレーボールチームの戦力分析

項目と得点の関係Ｔａｍｅ－１８1-1男子

ａ：対那覇クラブ戦 EJL空

（ブロッキング）琉球大学は約1.8倍も多くブロ

ッキングに参加しているが安定度ではわずかに勝る。

那覇クラブは成功率はいいがミス率も高い。

（トス）回数は大差なし。安定度は約23％琉大が

勝る。

（サーブ）琉球大学が打数やや多く、ポイント率

（35.1％）も高い。安定度でも約20％高い。

（アタック）打数では、那覇クラブが約２倍も多

い。安定度は、琉球大学が約取％、決定打率でも約８

％勝る。

（サーブレシーブ）回数では、那覇クラブが多

く、安定度は琉球大学が約33％高い。

（レシーブ）回数は琉球大学が多く、安定度は、

那覇クラブが約30％も高い。

以上のことから項目ごとに両チームに優劣をつける

とFigure-7ができ、得点と結びつけて考えると

Table－１８を得た｡Figure-1は那クの項目ごとの

安定度をあらわしたものである。

Ｏｌ３Ｃ

Ｐ
－
●
Ｌ

ＤｌｌＬ

琉球大学の勝因はサーブに威力がありサープポイント

率が高かったこと。

琉球大学の問題点としてアタック、ブロッキングが得

点と結びついていないこと及びアタックの打数が少な

いこと。

那覇クラブの特徴

(1)５人アタック、ユ人トスのシステムをとってい

る。

(2)ブロッキングへの参加が少ない。

(3)アタックカが弱い。

(4)レシーブはやや安定している。

ｂ８対沖縄大学戦
Ｓ

（ブロッキング）沖細大学が回数もやや多く、ポ

イントで8.5％、安定度でも約14％勝る。

（トス）沖縄大学が回数もやや多く安定度でも約

20％良い。

（サーブ）琉球大学が打数多く、安定度で約２７％

勝る。ポイント率もわずかに良い。

（アタック）琉球大学が打数も多く決定打率で約

10％、安定度で約22％良い。

（サープレシープ）沖繩大学が回数も多く、安定

度も約45％高い。

（レシーブ）回数は同じ。安定度は沖繩大学が約

59％高い。

以上のことから項目ごとに、両チームに優劣をつけ

るとFigure-8ができ、得点と結びつけて考えると

Table－１９を得た。Figuro-2は、沖縄大学の項目

ごとの安定度をあらわしたものである。

５９．６
グ吊
〆｡

ＳＲ

グ

’

〆

44.8ｒ'

窯二
５３．４

し､-－

４６．６

Ｔ
FiglIre-1

■蝿、ﾜクラプー

巳

Figure-7各項目の優劣

チーム．ＢＴＳＡ

聖
。

Ｒ

琉大●◎ 。◎

那ク ◎

安定度差１０％以下●２１％以上◎

（９７）



外聞政太郎・浜元盛正

ぴつくミスが多い。

(4)レシープカはわりあい安定している。

ｃ：対小禄商校戦

Ｓ

（ブロッキング）小禄高校が回数もやや多く、安

定度で約17％、ポイント率ではわずかに勝る。

（トス）回数は殆ど同じ。安定度は小禄高校が５７

％も高い。

（サーブ）小禄高校が回数多く、安定度も約21％

良い。ポイント率は大体同じ。

（アタソク）回数は、琉球大学が多く、小禄高校

は決定打で約９％、安定度でわずかに勝る。

（サーブレシープ）回数は琉球大学が多く、安定

度は約40％小禄高校が高い。

（レシーブ）回数ではわずかに小禄高校が多く、

安定度はわずかに琉球大学がよい。

各項目ごとに以上のことから優劣をつけるとFiguro-

９ができ、得点と結びつけて考えるとTab]e-20の結果

を得た。Figure-3は小禄高校の項目ごとの安定度を図

にあらわしたものである。

Ｓ

Ｂ

Figure-8各項目の優劣
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琉球大学の勝因はサーブとアタックに威力があったこ
Ｂ

と、相手のアタックミスが多かったことがあげられ

る。

琉球大学の問題点としてサープレシーブ、レシーブが
Figure-9各項目の優劣

劣っていること。

薊雨天亭55蒋脅
ＪＩＺ。

(1)６人がアタックする。２人がセットアップする

システムをとっている。

(2)サーブが不安定である。

(3)アタックのミスが多く、しかも相手の得点に緒

Ｏ｜◎｜◎’○’｡

安定度の差11％～20％○２１％以｣芒。
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バレーボールチームの戦力分析

Table－２０項目と得点の関係 （トス）３本中一本はミスしている。

（サーブ）相手のレシーブを崩すサーブが約８４

％、その中でもポイント率は約'6％を占める。

（アタック）他に比してミスが少ない。約25％が

平凡なアタックをしている。

（サーブレシーブ）安定度49.4％は低い。約18％

がどうにかできたのではと思われるミス。

（レシーブ）安定度9.4％では苦戦は当然。２～

３人が触れた状態でのミスが約21％もある。

ゴゴニCノ

琉球大学の敗因はブロッキングでシャットアウトを瞳

っだのが大きい。アタックの面でも少し劣ったのが響

いていろ。

溺露ﾘﾐ大学の問題点としてサーブレシーブ、トスの不安
２－２女子

ａ８対コザ高校第一戦定さとアタックの決定率の低さ。などがあげられる。

（ブロッキング）回数は同じ･琉球大学がポイン

ト率では15.4％、安定度約11％勝る｡

（トス）回数は琉球大学が多いが、安定度は約２５

％コザ高校が勝る。

（サーブ）打数わずかにコザ高校多く、安定度は

約43％も琉球大学が高い。但しポイント率は少しコザ

高校が勝る。

（アタック）コザ高校が打数も多く、ポイント

率、安定度ともわずかに勝る。

（サーブレシーブ）回数は琉球大学が多く、安定

度はコザ高校がやや高い。

（レシーブ）コザ高校が回数も多く安定度でも約

43％高い｡

小禄高校の特徴

(1)６人がアタックし、３名がトスをするシステム

をとっていろ。

(2)ブロッキングへの参加が多い。

(3)サーブはポイント率は低いが、相手のレシーブ

を崩している。

(4)サーブンシープはいいが、レシーブは弱い。

ｄ：琉球大学（男子）の特徴
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Ｔａｍｅ－２１項目と得点の関係

Figure-.｡ｌ

琉球大学
ｙｊ子

Ｂ

ゴゴ＝し

Figure-4は琉球大学の項目ごとの、安定度をあ

らわしたものである。

（ブロッキング）成功率、中でもポイント率が低

い｡
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外聞政太郎・浜元盛正

ｃ：対コザ高校第３戦Figure-10とTLable-21から

琉球大学の敗因はレシーブ等のミスが多いことと、ア

タックやサーブの威力で劣っていたこと。

琉球大学の問題点としてサーブは約86％コート内に入

（ブロッキング）コザ高校が回数も多く約2.5倍、

ポイント率約７％、安定度で約'1％良い。但し、両チ

ームとも安定度はマイナスを示している。

（トス）琉球大学が回数でわずか、安定度で約２５

％も勝る。

（サーブ）コザ高校が打数も多く、ポイント率で

約30％、安定度で約93％も勝る。

（アタック）コザ高校が打数多く、ポイント率で

わずか、安定度ではやや勝る。

（サーブレシープ）回数は琉球大学約1.5倍多く、

安定度では．高約95％勝る。

（レシーブ）コザ高校が回数も多く、安定度で約

66％も高い。

項目ごとに両チームを比較してみると、Figure-u

が得られ、項目と得点の関係でTable-23ができた。

れているがポイン率が低い。レシーブミスが多く、ト

スワークも悪い。

ｂ：対コザ高校第２戦

（ブロッキング）コザ高校が回数で約2.5橋、安

定度で約24％良い。ポイント率は大差なし。

（トス）コザ高校が回数も多く、安定度では約３６

％も勝る。

（サーブ）コザ高校が打数で約２倍、ポイント率

で約25％、安定度で約93％も勝っている。

（アタック）コザ高校が打数も多く、ポイント率

で約15％、安定度ではわずかにリードしている。

（サーブレシーブ）琉球大学が回数多く、安定度

は約31％も勝る。

（レシーブ〕回数は殆ど同じ。安定度では琉大が

約13％リードしている。

項目ごとの優劣をみるとFigure-n、得点と結び

つけるとTable一理ができた。

Figure-12各項目の優劣

。

Figure-11各項目の優劣
※安定度の差１０％以下③１１％～20％○

２１％以上◎

Table－２３項目と得点の関係

刀汀。

ｏｌＣ

〆
。

｡◎。

Ｂ’Ｏ’」Ｃ
※安定度の差１０％以内●11％へ20％○

２１％以上◎

Table－２２項目と得点の関係

１５，

琉球大学の敗因はサーブカで大差がついている。プロ

シキングとレシーブの面でも差がある。

琉球大学の問題点はサーブが約90％もコートに入ってＤＰ

いながら威力がない。総合的レシーブカに欠け、ブロ

ッキングへの参加も少ない。

以上の３試合を総合した結果から両チームの特徴を

とらえてみよう。Figure－５．６は両チームの安定

度をあらわしたものである。

８１４０

琉球大学の敗因は相手のサープカ、アタックカに屈し

たことと、レシーブがポイントに結びついたこと。

(１００）



バレーボールチームの戦力分ｲﾌﾞ了

ｅ：琉球大学（女子） の特徴
Ｓ

（ブロッキング）アタック２回に対し１回ブロッ

キングしている。成功率は約20％だがミスが多く安定
度が低い。

（トス）３本｢１１１本はミスしている。

（サーブ）コートに約87％も入れながら44％は平
凡なサーブ。

（アタック）約57％も平凡なアタックをしミスは

相手のポイントと結びつく時多く出ている。

（サーブレシーブ）３本｢１１－本はミス。２～３人

が触れた状態でのミスが約19％もある。

（レシーブ）ミス率が約50％では苦しい。２～３

人の共同寅任によるミスが約22％、一触か無触でのミ

スが約2796である。

Ｂ

Ⅳ結び

この論文の)j多総で述べたとおり、本研究の目的は、琉

球大学チームの個人的、全体的な特徴及び対戦チームの

特徴を把握し、これからの部活動の指導に役立てるため

であり、その面から考察した。

「個人別泥録記入要領」にもとづき、試合をブロッキ

ング、トス、サーブ、アタック、サーブレシープ、レシ

ーブの６項目の面で分析し、チームの特徴をとらえた。

その結果を要約すると次のようなことがいえる。

（１）那覇クラブ男子

１人トス、あと５名でアタックするがミスが多く、

攻撃力に欠ける。ブロッキングへの参加は少ないがレ

シーブはやや安定している。

（２）沖細大学男子

２人でトスし、６名でアタックするが、相手がサー

ブ権を持つとアタックミスが多くなる。サーブは不安

定だが、ブロッキング、レシーブはわりあい安定して

いる。

（３）小禄簡校男子

トスは３人でやり、アタックは６名で行うシステム

でありながら、､実際アタックは４名で打っている。サ

ーブに破j1Al力があり多くのポイントをあげている。全

且がブロッキングし、サーブレシーブも安定している

が、アタックレシーブが弱い。４チーム中一審安定し

ている。

Ｓ

八
Ｓ IＲ

〆蟄ｉ

贄峰;状，
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Figure-6

砿球大学

女子

Ｂ

。：コザ高校の特徴

(1)トスを１人で、５名がアタックするシステム。

５人が平均してアタックしている。

(2)サーブに破竣力がありポイント率が実に2396も

ある。

(3)守幟ではアタックレシーブが弱く、無)M1又は一

触でのミスが多い。

(4)プロッキングカがある。

無M1又は一

(１０１）



外聞政太郎・浜元盛正

(4)琉球大学男子

トスは２人でアタックは４人でする。アタックミス

は少ないが威力に欠ける。サーブは安定しているが、

ブロッキング、サープレシーブ、レシーブに弱さがあ
る。

個人的には

トス：玉城、杠躯、今井の３人が中心だが安定度が
低い。

アタック：横田、新里、知念、金城の４人が打つが
知念が意外に悪い。

サーブ：玉城、新里、横田、金城は特徴のあるサー

ブを打つ。今井に破壊力がない。

ブロッキング：玉城、横田がよく、今井、新里は迎
い。知念の成功率が低い。

サーブレシーブ：今井、横田、松根が安定し、知

念、金城、新里は不安定。

レシーブ：横田が一番よく、特に金城、新里は悪
い｡

個人的には

トス：神谷が主、伊礼が徒、他はミスが多い。

アタック：仲宗根、天願が活躍し、仲松、伊礼、大

脇は殆ど''１Jいていない。

サーブ：神谷、天願が安定している。伊礼は特に威
力に欠ける。

ブロッキング：天願、仲宗根が中心だが仲宗根はミ
スが多い。

サーブレシープ：神谷、仲宗根、伊礼が安定し寸他
はミスが多い。

レシーブ：仲宗根のみが安定し、天願、仲松は特に
劣る。

付ｌｉｄ：この報告は1968年年度琉球大学研究助成費による
研究結果である。

尚この研究を行なうにあたり御協力下さった各チー

ムの顧問教諭及び琉球大学バレーボール部の学生諸氏に

深く感謝致します。

(5)コザ高校女子

トスは１人、アタックは５人で行ない、５名が平均

して叩いている。サーブはポイント率が大変高い．ブ

ロッキングはよいがアタックレシーブに弱さがある。

(6)琉球大学女子

トスは１人、アタックを５名でするシステムだが実

際にはアタックは２人でしている。アタック、サーブ

とも平凡で破竣力に欠け、ブロッキングも惑い。特に
サーブレシープ、レシーブに弱みがある。
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